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給与所得について年末調整を受けた方で、公益社団法人等寄附金特別控除

公益社団法人等寄附金特別控除を受ける方の記載例
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寄附先の所在地・名称

(参考) 「給与所得の源泉徴収票」

（受給者番号）

（フリガナ）

（役職名）

内

1 23 ○ 43 11 16

○○産業株式会社

1

○ 1 1,001 50 000 21 000

0 20 5 2 2

国税　　　太郎
種　　　　　　　　　　別 支　　　払　　　金　　　額 給与所得控除後の金額 所得控除の額の合計額 源　泉　徴　収　税　額

平成　２３　年分　給与所得の源泉徴収票
支　払

を受け

る　者

住
所
又
は
居
所

氏
　
　
名

コクゼイ タロウ○○市△△町×－××－×

円 千 円

1 7給与・賞与
内 千 円 千 円

7 4 0 0 0

千

6 0 0 8 8 0 04 6 2 9 6 1

_特別控除の額_

　　控除対象配偶者 _配偶者特別_ 社 会 保 険 料 _ 生命保険料
_

_地震保険料_ _住宅借入金等
_

控 除 対 象 扶 養 親 族 の 数 障 害 者 の 数

特　別 その他
　　　　の有無等 老人 _ 控 除 の 額 _ 等 の 金 額 _ _ の 控 除 額 _ _ の 控 除 額 _

（配偶者を除く。） （本人を除く。）

有 無 従有 従無 千 円

特　　定 老　　　人 そ の 他

従人 内 人 人 内人 従人 内 人 従人 人 円 千 円千 円 千 円 千

9 6 1
円千

（摘要） 住宅借入金等特別控除可能額 円 国民年金保険料等の金額 円 配 偶 者 の 合 計 所 得

円
居住開始年月日 個 人 年 金 保 険 料 の 金 額

千

乙

　
欄

円
旧長期損害保険料の金額

千

本人が障害者 寡　　　婦 寡

夫

勤

労

学

生

中  途  就  ・  退  職 受  給  者  生  年  月  日
特

別

そ
の
他

一

般

特

別

良子・一郎・二郎（年少）

氏名又は名称
（電話） ××－××××－××××

人

支
　
払
　
者

住所（居所）
又は所在地 ○○区○○　×－×－×

大 昭 平 年 月 日就職 退職 年 月 日 明

 
歳

未

満

扶

養

親

族

未

成

年

者

外

国

人

死

亡

退

職

災

害

者

16 

◎　支払者から受領した「給与所得の源泉徴収票（原本）」を添付書類台紙に貼って提出しなければ
　なりません。

※　記載例中における社会保険料の金額は、実際の金額とは異なります。

公益社団法人 △△

公益社団法人等に対する寄附金の額　　　　100,000円
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【公益社団法人等寄附金特別控除額の計算明細書】
 

公益社団法人等寄附金特別控除を受ける方の記載例

　公益社団法人等寄附金特別控除の適用を受けるための手続と必要な書類
　公益社団法人等寄附金特別控除を受ける方は、「公益社団法人等寄附金特別控除額の計算明細書」
で控除額を計算し、申告書第一表の「税金の計算」欄の政党等寄附金等特別控除に控除額を転記する
とともに、申告書第二表の「特例適用条文等」欄に「措法41の18の３」と書きます。
※　「区分」欄には、このほかに特定震災指定寄附金特別控除の適用を受ける場合に「１」を記入し
ます。

　また、①「公益社団法人等寄附金特別控除額の計算明細書」、②公益社団法人等寄附金を受領した
公益社団法人等の、寄附金を受領した旨、その寄附金がその法人の主たる目的である業務に関連する
寄附金である旨、寄附金の額及び受領した年月日を証する書類（寄附者の氏名及び住所の記載がある
ものに限ります。）並びに③行政庁等のその法人が公益社団法人等の要件を満たすことを証する書類
の写しを確定申告書に添付して税務署に提出することになっています。

○




